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巻頭言

と名付けている。
（１）

この学説がこれまでの伝播
主義理論と異なるのは、遺伝学や考古学によ
る人類移動に関する近年の研究成果によって
仮説を補強している点である。

古いタイプのゴンドワナ型神話（という
より神話的思考）はアフリカで誕生したホ
モ・サピエンスが持っていた神話で、彼ら
の出アフリカに伴ってオーストラリア大陸
や新大陸などに伝播したとされる。その特
徴は、宇宙の創造については語らず（世界
は初めから存在する）、断片的な物語の集合
体である点にある。一方、新しいタイプの
ローラシア型神話は、ホモ・サピエンスが
世界各地に移住した後に西アジアの文明圏
で生まれ、そこから各地に伝播したとされ
る。それは私たちに馴染みのある神話と言っ
てよく、世界の無からの創造、神々の系譜
や世界の秩序化、人類の出現やその後の大
洪水など、叙事詩的な語りとなっている。

10 万年ほど前に出アフリカを始めた時点
で、ホモ・サピエンスが “ 物語る ” ことので
きる言語能力を持ち、その物語を文化として
共有し次代に伝えることができていたという
ことをヴィッツェルがどのように証明してい
るのかは分からない。また、古層のゴンドワ
ナ型神話は、叙事詩的なストーリーラインを
持つローラシア型神話と並列することのでき
る「神話」なのかという疑問も生じる。それ
は神話の前駆的なナラティヴ形態であって、
オーストラリアのアボリジニ文化などに純粋
な形で保持されてはいるが、ローラシア型神
話の中にも組み込まれている神話的思考なの
ではないか。この学説には幾つかの問題点が
あるように思えるが、ホモ・サピエンスの初
期移動の時代にまで遡って人類史の中で神話
を捉えようとするスケールの大きな仮説であ
ることには間違いなく、大変興味深い。

［註］
（1）後藤明（2017）『世界神話学入門』講談

社現代新書。

世界中には似通った神話が見られる。よ
く知られるところでは、洪水によって世界が
リセットされる洪水神話、天空神と大地神の
交わりによって世界が誕生するタイプの創
世神話、死体から作物が生えてくる死体化生
神話、双子が国造りなどで重要な役割を果た
す双子神話、英雄やトリックスターが火を盗
んできて人間社会にもたらす盗火神話など
がある。似通った神話が世界中に存在する
理由を説明する理論として、大きく分ける
と伝播主義と構造主義の２つの学派がある。
前者は、世界中の似通った神話には起源地が
あり、そこで生まれた神話が人類の移動や交
易などによって各地域に伝播していったと
捉える。一方、後者は、世界各地に散在す
る似通った神話は人類の思考様式の普遍性

（psychic unity）によるものと考える。平た
く言えば、人間の思考様式は同じなので、神
話も似通ってくるというわけである。

従来の伝播主義による説明では、全く接触
のなさそうな地域に似通った神話が存在する
理由を説明することができなかった。北米大
陸やポリネシア島嶼部など、ある程度の文化
接触が生じうる地域内であれば伝播主義理論
は力を発揮する。だが、あまりにもかけ離れ
た地域に類似の神話が存在する場合、人間の
二項対立（生と死、自然と文化といった２つ
の対立概念）に基づく思考様式が類似の神話
を生み出すとする構造主義理論の方が有利で
あったと言える。例えば、ギリシア神話には
プロメテウスが火を盗む話があり、ハワイを
含むポリネシアの神話にもマウイが火を盗む
話があるが、その類似性を説明するのは伝播
主義理論には荷が重かったわけだ。

ところで、近年、この伝播主義のパラダイ
ムに属する新たな仮説が打ち出されている。
ハーバード大学のマイケル・ヴィッツェルが
唱えたゴンドワナ型神話群とローラシア型神
話群という二大系統に神話を分類する学説で
ある。後藤（2017）はそれを「世界神話学説」
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